
来
年
度
か
ら
小
中
高
で
社
会
保
障
教
育
を
開
始
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厚
生
労
働
省
は
一
〇
月
一
一
日
、

社
会
保
障
の
教
育
推
進
に
関
す
る
検

討
会（
座
長 

権
丈
善
一
・
慶
應
義
塾

大
学
商
学
部
教
授
）
の
初
会
合
を
開

い
た
。
同
検
討
会
で
は
社
会
保
障
に

関
す
る
教
育
推
進
の
機
運
を
盛
り
上

げ
、
継
続
的
・
全
国
的
に
社
会
保
障

教
育
を
推
進
す
る
環
境
作
り
を
、
文

部
科
学
省
と
連
携
し
て
行
う
。
社
会

保
障
・
税
一
体
改
革
成
案
で
は
国

民
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
進
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
次
世
代
が

社
会
保
障
制
度
の
課
題
な
ど
を
理
解

し
、
当
事
者
意
識
を
も
っ
て
考
え
る

こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
「
小
中
高
校
生
そ
れ
ぞ

れ
の
レ
ベ
ル
で
理
解
し
て
も
ら
う
社

会
保
障
の
内
容
・
知
識
を
整
理
す
る
」

「
教
育
現
場
で
役
立
つ
副
教
材
（
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
）
を
作
成
す
る
」「
そ
の

他
、
社
会
保
障
教
育
の
推
進
に
資
す

る
事
項
に
つ
い
て
検
討
」し
て
い
く
。

　
今
年
度
か
ら
来
年
度
は
教
育
現
場

の
実
態
を
踏
ま
え
「
何
を
」「
ど
う
」

学
ぶ
か
を
整
理
し
、
小
中
高
生
向
け

の
教
材
な
ど
を
作
成
す
る
。
二
四
年

度
以
降
は
そ
れ
ら
を
活
用
し
、
全
国

展
開
に
向
け
た
試
行
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
教
材
を
見
直
し
、
課
題
の
分

析
や
効
果
を
検
証
、
二
六
年
に
は
提

言
を
と
り
ま
と
め
、
二
七
年
度
以
降

の
社
会
保
障
審
議
会
で
議
論
し
て
い

く
予
定
だ
。

ね
ん
き
ん
定
期
便
が
は
が
き
に

　
日
本
年
金
機
構
は
、
一
〇
月
二
〇

日
に
開
催
し
た
第
五
回
お
客
様
向
け

文
書
モ
ニ
タ
ー
会
議
で
「
平
成
二
四

年
度
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
な
ど
を
審

議
し
た
。「
平
成
二
四
年
度
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
は
、
記
述
内
容
を
簡
素

化
し
、
原
則
は
が
き
タ
イ
プ
で
送
付

す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
三
五
歳
・

四
五
歳
・
五
八
歳
の
節
目
年
齢
の
人

に
は
こ
れ
ま
で
通
り
、
封
書
タ
イ
プ

の
定
期
便
を
送
付
す
る
。
は
が
き
版

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
は
、
平
成
二
四

年
四
月
か
ら
の
送
付
を
め
ざ
す
。

日・ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
保
障
協
定

第
一
回
交
渉
を
開
催

　
一
〇
月
三
日
か
ら
七
日
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
て
、

日
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
保
障
協
定

（
仮
称
）
の
締
結
に
向
け
た
第
一
回

交
渉
が
開
催
さ
れ
た
。
現
在
、
日
・

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
両
国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

相
手
国
に
派
遣
さ
れ
る
被
用
者
等
に

つ
い
て
は
、
双
方
の
社
会
保
障
制
度

へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と

に
よ
る
社
会
保
険
料
の
二
重
払
い
等

の
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
個
人
及
び

企
業
に
大
き
な
経
済
的
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
同
社
会
保
障
協
定
は
こ
れ

ら
の
問
題
を
解
決
し
、
両
国
間
の
人

的
交
流
及
び
経
済
交
流
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

社
会
保
険
の
適
用
拡
大
に
賛
否
両
論

　
厚
労
省
の
社
会
保
障
審
議
会
短
時

間
労
働
者
へ
の
社
会
保
険
適
用
等
に

関
す
る
特
別
部
会（
部
会
長 

遠
藤
久

夫
・
学
習
院
大
学
経
済
学
部
教
授
）

は
九
月
三
〇
日
の
第
三
回
会
合
で
、

短
時
間
労
働
者
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
、
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
や
雇
用
均
等
・
児
童

家
庭
局
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
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5

5項目の大会決議が満場の拍手をもって採択され
た。

第39回　東京都年金受給者大会

大会リポート

4

モチベーション維持向上のため、職場の美化運動
をとり入れている高知西年金事務所を訪ねた。

頑張る！　年金事務所

高知西年金事務所

　

新
潟
県
燕
市
は
、江
戸
時
代
か
ら
続
く
、

世
界
に
誇
る「
も
の
づ
く
り
」の
ま
ち
で
す
。

体
験
・
見
学
・
食
事
と
、も
り
だ
く
さ
ん
の

満
喫
ツ
ア
ー
を
ご
用
意
い
た
し
ま
し
た
。

①
鎚
起
銅
器
工
房
見
学
と
ビ
ア
タ
ン

ブ
ラ
ー
磨
き
体
験

②
ビ
ア
タ
ン
ブ
ラ
ー
磨
き
体
験
と
金

属
洋
食
器
工
場
見
学

③
気
軽
に
参
加　

工
場
見
学
と
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ

④
江
戸
時
代
の
名
僧
・
良
寛
ゆ
か
り

の「
国
上
山
」を
巡
る

①
～
③
…
3
月
31
日
ま
で
の
毎
週
火
・
金

曜
日
出
発

④
…
11
月
30
日
ま
で
の
毎
週
水
・
木
・
土
・

日
曜
日
出
発

Voice & Voice 燕市ウェブサイト（http://www.city.tsubame.niigata.jp/）

燕
市
の
工
場
見
学
・
体
験
ツ
ア
ー

　
一
〇
月
一
三
日
に
行
わ
れ
た
第
四

回
会
合
で
は
、
社
団
法
人
日
本
フ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
協
会
と
日
本
サ
ー
ビ

ス
・
流
通
労
働
組
合
連
合
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
た
。
日
本
フ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
協
会
は
、
保
険
料
負
担
増
に
よ

る
外
食
企
業
へ
の
経
営
打
撃
と
そ
れ

に
伴
う
雇
用
の
縮
小
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
の
多
く
が
社
会
保
険
へ
の

加
入
を
望
ん
で
い
な
い
こ
と
な
ど
を

理
由
に
短
時
間
労
働
者
へ
の
適
用
拡

大
に
つ
い
て
反
対
を
表
明
。
一
方
、

日
本
サ
ー
ビ
ス
・
流
通
労
働
組
合
連

合
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
均

等
均
衡
待
遇
の
実
現
に
つ
な
が
る
と

し
て
、
適
用
拡
大
に
賛
同
す
る
意
見

を
表
明
し
た
。

　
同
月
二
四
日
の
第
五
回
会
合
、
同

月
二
七
日
の
第
六
回
会
合
で
も
事
業

主
団
体
と
労
働
組
合
な
ど
か
ら
社
会

保
険
適
用
拡
大
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
各
団
体
か

ら
賛
否
両
論
が
表
明
さ
れ
た
。

　
次
回
の
会
合
か
ら
は
、
寄
せ
ら
れ

た
意
見
を
踏
ま
え
、
取
り
ま
と
め
に

向
け
た
議
論
を
行
っ
て
い
く
。

3

3市町が合併し、人口約83,000人、就任1年半あ
まりの鈴木市長率いる燕市を取材した。

市区町村の声

新潟県燕市 鈴木力市長・
保険年金課

6

全国の地域型年金委員会の動きをご紹介します。

年金委員会レポート

埼玉県地域型年金委員会設立総会
千葉県国民年金委員会理事会

お申し込みはインターネットから
JTB観光情報ナビ　検索
http://jtbwallet.jp
問い合わせ　燕市観光振興室
☎0256︲92︲2111

問い合わせ
燕市分水地区観光協会
☎0256︲77︲7277

平
成
24
年
4
月
15
日（
日
）

午
後
0
時
30
分
～
2
時
00
分

大
河
津
分
水
桜
並
木

午
後
3
時
00
分
～
3
時
50
分

地
蔵
堂
本
町
通
り

　

雪
解
け
水
が
信
濃
川
に
滔
々
と
流
れ
下

る
こ
ろ
、日
本
桜
の
名
所
百
選
の
地「
大
河

津
分
水
」は
ほ
の
か
な
香
り
と
と
も
に
桜
色

に
染
ま
り
ま
す
。毎
年
４
月
の
第
3
日
曜
日
。

大
河
津
分
水
桜
並
木
で
開
催
さ
れ
る
の
が

「
分
水
お
い
ら
ん
道
中
」で
す
。絢
爛
豪
華
な

衣
装
に
身
を
包
み
、70
人
も
の
付
き
人
を
従

え
て
道
中
を
練
り
歩
く
３
人
の
お
い
ら
ん
。

高
さ
15
㎝
の
高
下
駄
を
履
き
、「
外
八
文
字
」

と
呼
ば
れ
る
独
特
の
歩
き
方
を
披
露
す
る

そ
の
姿
は
、
多
く
の
観
客
を
魅
了
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、お
い
ら
ん
道
中
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
70
回
　
分
水
お
い
ら
ん
道
中
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「
ね
ん
き
ん
月
間
」の
取
組
が
決
ま
る

　
厚
生
労
働
省
と
日
本
年
金
機
構
は
協
力
し
て
一
一
月
を

「
ね
ん
き
ん
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
国
民
に
年
金
制
度
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
公
的
年
金
制
度
の
普
及
・
啓
発
活

動
を
展
開
す
る
。

　
主
な
活
動
は
、
全
国
各
地
の
市
区
町
村
役
場
、
大
学
、
老

人
ホ
ー
ム
、
駅
な
ど
で
、
年
金
事
務
所
職
員
な
ど
に
よ
る
年

金
出
張
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
全
国
の
年
金
事
務
所
の
取
組

み
の
詳
細
は
、
次
の
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

（
全
国
の
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
の
取
組
み
は
下
表
を
参
照
）。

http://w
w

w
.nenkin.go.jp/new

/topics/
nenkingekkan/2011/index.htm

l

「
わ
た
し
と
年
金
」エ
ッ
セ
イ
の
受
賞
作
品
が
決
ま
る

　
日
本
年
金
機
構
は
、
こ
の
一
一
月
の
「
ね
ん
き
ん
月
間
」

に
あ
わ
せ
エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
、
最
優
秀
賞
を
は
じ
め
と
す

る
受
賞
作
品
を
選
定
し
た
。

　
広
く
国
民
か
ら
公
的
年
金
制
度
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の

エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
、
年
金
制
度
の
意
義
や
、
公
的
年
金
制

度
と
国
民
と
の
結
び
つ
き
な
ど
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い

く
こ
と
が
目
的
。

　
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「
応
募
者
ご
自
身
や
ご
家
族
な
ど
の

身
近
な
方
と
公
的
年
金
制
度
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
」
で
多

く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。
応
募
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
に
素
晴

ら
し
い
も
の
で
、
感
動
す
ら
覚
え
る
作
品
も
多
く
、
国
民
の

年
金
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

　
な
お
、
本
誌
で
は
、
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
の
受
賞
作
品
を

二
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
す
る
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
次
の
と
お
り
。

　
　
最
優
秀
賞

	

青
森
県
　
飛
嶋
　
様
　
五
〇
代
　
女
性

　
　
優
秀
賞

	

静
岡
県
　
竹
本
　
様
　
四
〇
代
　
男
性

　
　
入
選

	

長
野
県
　
堀
部
　
様
　
七
〇
代
　
女
性

	

千
葉
県
　
杉
本
　
様
　
六
〇
代
　
女
性

	

千
葉
県
　
森
山
　
様
　
四
〇
代
　
女
性

	

広
島
県
　
門
田
　
様
　
三
〇
代
　
女
性

	

福
岡
県
　
古
池
　
様
　
一
〇
代
　
女
性

11月は「ねんきん月間」です

青
森
県
　
飛
嶋
さ
ん
（
五
〇
代
　
女
性
）

最
優
秀
賞
（
日
本
年
金
機
構
理
事
長
賞
）

　
私
は
、
現
在
遺
族
年
金
を
受
給
し
働
き
な
が

ら
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
さ
ら
な
が
ら
年
金
の
事
を
若
い
人
達
に

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
年
金
は
、
老
後
に
い
た
だ
い
て
生
活
の
糧
に

す
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供
と
私
は
、

遺
族
年
金
の
お
か
げ
で
な
ん
と
か
生
活
が
で
き

て
い
ま
す
。

　
私
の
場
合
は
、
二
九
才
の
時
に
夫
が
突
然
不

慮
の
事
故
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
生
命
保
険
も
入
っ
て
な
く
、
労
災
保
険
も
家

族
で
経
営
し
て
い
る
小
さ
な
会
社
の
役
員
と
い

う
事
で
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
夫
が
亡
く
な
っ
た
時
は
妊
娠
中
で
し
た
。
悲

し
み
の
中
、
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
に
蹴
ら
れ
て

思
っ
た
も
の
で
す
。「
こ
の
子
は
ち
ゃ
ん
と
無
事

に
産
も
う
。」
と
。

　
で
も
、
そ
う
思
え
ば
思
う
ほ
ど
に
子
供
を
一

人
で
育
て
る
事
の
不
安
が
襲
っ
て
来
ま
す
。
そ

の
頃
は
、
遺
族
年
金
の
事
を
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
し
ば
ら
く
し
た
頃
に

役
場
の
方
か
ら
お
知
ら
せ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
子
供
の
分
と
合
わ
せ
て
月
に
八
万
弱
い
た

だ
け
る
そ
う
で
す
。
ま
だ
働
け
な
い
私
に
と
っ

て
ほ
ん
と
に
あ
り
が
た
い
事
で
し
た
。

　
周
り
の
人
の
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
生
活
を

し
て
ま
し
た
が
、「
お
む
つ
」
も
「
ミ
ル
ク
」

も
い
た
だ
い
た
年
金
で
買
う
事
が
出
来
る
の
で

す
。
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
子
供
が
小
さ
い
時
は
内
職
を
し
ま
し
た
。
そ

の
後
は
働
き
な
が
ら
職
も
生
活
環
境
も
変
わ
る

事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
年
金
受
給
が
支
え

と
な
り
生
活
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
る
年
の
正
月
の
事
で
す
。
甥
っ
子
に
お
年

玉
を
あ
げ
る
と
、
私
か
ら
は
も
ら
え
な
い
と
言

い
ま
す
。

　「
な
ん
で
？
」
と
聞
く
と
我
家
に
「
お
父
さ
ん

が
い
な
い
」
と
言
い
ま
す
。

　
甥
っ
子
の
成
長
に
驚
か
さ
れ
、
そ
の
や
さ
し

さ
を
感
じ
な
が
ら
小
さ
い
子
に
気
を
遣
わ
せ
て

い
た
の
か
と
思
う
と
う
れ
し
い
や
ら
情
け
な
い

や
ら
…
。

　
そ
こ
で
パ
ッ
と
私
の
頭
に
う
か
ん
だ
の
が
、

「
お
父
さ
ん
の
給
料
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

　
さ
っ
そ
く
「
心
配
し
な
く
て
も
い
い
よ
。
お

父
さ
ん
か
ら
ち
ゃ
ん
と
給
料
が
届
い
て
い
る

し
、
私
も
働
い
て
い
る
か
ら
。」
と
話
し
、
お
年

玉
を
あ
げ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
の
事
が
あ
っ
て
か
ら
私
の
気
持
ち
が
変
わ

り
ま
し
た
。

　
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
事
を
人
に
言
う
の
が

心
苦
し
い
気
が
し
て
い
た
の
で
す
が
、
主
人
か

ら
の
お
給
料
だ
と
思
う
と
何
や
ら
主
人
が
生
き

て
い
る
様
で
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
る
の
で
す
。

　
お
父
さ
ん
あ
り
が
と
う
。

　
お
か
げ
様
で
今
は
子
供
も
成
人
し
て
お
り
ま

す
。
ま
だ
仕
事
が
決
ま
ら
ず
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
お
り
ま
す
が
、
二
〇
才
を
過
ぎ
て
い
る
の
で

国
民
年
金
を
納
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
私
共
の
生
活
は
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
が
、
遺
族
年
金
を
い
た
だ
き
助
け
て

も
ら
っ
た
事
を
思
う
と
納
め
な
い
訳
に
い
き
ま

せ
ん
。
が
ん
ば
っ
て
納
め
て
い
ま
す
。

　
年
金
に
は
保
険
と
い
う
文
字
が
つ
き
ま
す
。

若
い
人
の
負
担
が
増
え
る
と
言
わ
れ
て
お
り
申

し
訳
な
く
思
い
ま
す
が
、
き
っ
と
行
政
が
改
革

し
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
助
け
合
い
の

気
持
ち
で
ぜ
ひ
若
い
人
達
も
希
望
を
も
っ
て
年

金
納
付
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
老
後
の
年
金
・
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
な
ど

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
の
た
め
と
愛
す
る

家
族
の
為
に
も
年
金
制
度
は
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

　
私
に
と
っ
て
毎
回
い
た
だ
け
る
年
金
は
心
の

支
え
で
す
。

　
私
達
家
族
が
生
活
で
き
た
の
は
、
周
り
の
人

の
助
け
と
年
金
制
度
の
お
か
げ
だ
か
ら
で
す
。

　
文
章
を
書
く
の
は
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
く
て
書
か
ず
に

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
制
度
が
よ
り
良
い
方
向
に
改
善
さ
れ
安

心
し
て
生
活
で
き
る
場
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

「ねんきん月間」の各ブロック本部の取組み
ブロック本部 主な取組計画 実施時期

北海道

●札幌市内の大学構内において学生納付特例制度パンフレットの配
付と制度説明

　場所：①北海道大学　②藤女子大学　③北海学園大学　④札幌大学
●国民年金保険料免除制度に係る記事掲載依頼の実施
　依頼先：北海道新聞社

11月中

東北

●被災市町村を管轄する年金事務所における年金相談会等の開催
　場所：１．宮古年金事務所と合同開催
　　　　　　①大槌町　②山田町
　　　　２．一関年金事務所と合同開催
　　　　　　①大船渡市
　　　　３．石巻年金事務所と合同開催
　　　　　　①東松島市　②女川町　③南三陸町

１－①11月22日㈫
１－②11月29日㈫
２－①11月22日㈫、
　　　11月24日㈭
３－①11月8日㈫
３－②11月18日㈮
３－③11月25日㈮

●看護学校（第1学年生）で平成23年度授業計画（専門基礎分野「社
会福祉」）内に年金制度を説明

　場所：気仙沼市医師会附属高等看護学校
11月11日㈮

北関東・信越

●特別支援学校（専門学校）に対する障害年金の説明とパンフレット
の配付 11月中

●障害者ワークフェア2011inさいたまにおいてブース出展及び年金
相談会を開催

　場所：さいたまスーパーアリーナ

11月22日㈫、
11月23日㈬

●年金委員の研修会への参加並びに理事長表彰の伝達及びブロック
本部長表彰を開催 11月中

南関東

●大学構内における年金制度の周知を目的とした年金セミナーを開催
　場所：東京女子医科大学　看護学部（新宿区）

11月4日㈮
10：45～11：45

●可搬型ＷＭを使用した年金記録、及び年金見込額に関する相談会を開催
　場所：開発総合センター大会議室（東京都大島町） 11月18日㈮

中部

●一日年金事務所として納付相談・年金相談の他、事務所全課の窓口
対応を出張先で開催

　場所：①名張市（津年金事務所と合同）
　　　　②伊東市（三島年金事務所と合同）

①11月8日㈫
②11月22日㈫

●ブロック管内に所在する大学を訪問し、大学のホームページから日
本年金機構のホームページの「学生納付特例制度」ページへのリン
クができるように依頼

●大学から学生に対するモバイル端末への情報発信に国民年金制度
案内（主に学生納付特例制度）を追加してもらうように依頼

10月～11月

近畿
●出張年金相談及び「ねんきんネット」チラシ及び制度周知用パンフ

レットを配布し、年金制度の普及・啓発活動を展開
　場所：Q'sMALL（キューズモール）（大阪市阿倍野区）

11月15日㈫
10：00～16：00

中国

●老人保健施設及び総合病院施設の一部スペースを借用し、臨時年金
相談会を開催

　場所：各施設６ヶ所で実施（老人保健施設４ヶ所・総合病院２ヶ所）

11月2日 ㈬、11月9
日㈬、11月16日㈬、
11月22日 ㈫、11月
29日㈫、11月30日㈬

●年金制度説明会の開催
　㈶産業雇用安定センターの中国５県各事務所が参集する会議の機

会をとらえ、年金制度説明会を開催
11月10日㈭

四国

●年金相談及び国民年金納付相談会を開催（高松西年金事務所及び善
通寺年金事務所と合同実施）

　場所：イオン綾川ショッピングセンター（香川県綾歌郡綾川町）

11月17日 ㈭、11月
18日㈮両日ともに
10：00～16：00

●ブロック管内の学校施設に赴き、学生等を対象とした年金制度説明
会を開催（管轄年金事務所と合同実施）

　場所：①徳島大学　②愛媛大学　③高知大学

①11月10日㈭
②11月24日㈭
③11月4日㈮

九州

●年金制度に加入しているという認識が低く、制度への関心も低い学
生や生徒を対象に、福岡市内の大学や専門学校において学生納付特
例申請書の受理や年金相談会を開催

　場所：①中村学園大学　②九州大学

①11月7日㈪～
　11月11日㈮
②11月14日㈪～
　11月18日㈮

●福岡市内の専門学校に赴き、担当者等に対し学生納付特例制度や若
年者納付猶予制度等を説明し、生徒等への周知を依頼するとともに
学生納付特例事務法人への協力依頼も併せて実施

11月中



昭和34年3月30日第3種郵便物認可

Vol.630 2011. 11 .503

　
燕
市
と
い
え
ば
金
属
洋
食
器
の
製

造
で
世
界
的
に
有
名
。
ま
た
、
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
の
ヘ
ッ
ド
や
、
ビ
ー
ル
の

泡
立
ち
が
良
い
と
人
気
の
金
属
製
ビ

ア
タ
ン
ブ
ラ
ー
な
ど
も
製
造
し
て
い

る
。
ビ
ア
タ
ン
ブ
ラ
ー
は
高
度
な
研

磨
技
術
を
要
し
、
航
空
機
の
翼
の
研

磨
も
燕
市
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い

う
。

　
そ
ん
な
燕
市
が
目
標
と
す
る
の

は
、「
日
本
一
輝
く
ま
ち
・
燕
市
」
を

つ
く
る
こ
と
。
そ
の
施
策
の
一
番
の

柱
が
や
は
り
「
産
業
の
振
興
」
だ
。

「
産
業
が
市
に
税
収
を
も
た
ら
し
、

年
で
も
あ
り
、「
カ
ト
ラ
リ
ー
検
定
」

も
創
設
し
た
。
今
年
一
二
月
に
第
一

回
試
験
が
あ
る
。
製
品
を
た
だ
作
っ

て
売
る
の
で
は
な
く
、
観
光
や
検
定

な
ど
で
付
加
価
値
も
付
け
る
わ
け

だ
。

　
こ
の
ほ
か
、
燕
と
い
う
市
名
に
ち

な
み
、
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ

と
連
携
も
し
て
い
る
。
公
式
戦
の
ヒ

ー
ロ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
選
手
が

燕
市
の
プ
レ
ー
ト
を
手
に
持
つ
の

で
、
燕
市
Ｐ
Ｒ
の
絶
好
の
機
会
だ
。

　
農
業
振
興
も
大
切
。
燕
市
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
を「
飛
燕
舞（
ひ
え
ん
ま
い
）」

の
名
称
で
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
る
。

「
ほ
か
に
も
、
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の
人
気

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
つ
ば

九
郎
」
を
起
用
し
た
『
つ
ば
九
郎
米
』

を
商
品
化
し
ま
し
た
。
東
京
で
の
先

行
販
売
で
は
、
つ
ば
九
郎
人
気
も
あ

っ
て
大
盛
況
。
一
一
月
七
日
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
販
売
し
ま
す
。

全
国
の
ヤ
ク
ル
ト
フ
ア
ン
を
始
め
多

く
の
方
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」（
市
長
）。

　
燕
市
は
、
新
潟
県
内
三
〇
市
町
村

の
う
ち
、
高
齢
化
率
が
下
か
ら
四
番

目
で
若
い
人
の
割
合
が
高
い
。「
若

い
人
が
よ
り
住
み
や
す
い
地
域
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
も
、
次
世
代
に
負

担
を
負
わ
せ
な
い
年
金
改
革
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
」（
市
長
）。

　
燕
市
で
は
「
子
ど
も
の
育
成
」
も

重
要
な
施
策
。
幼
稚
園
と
保
育
園
、

小
学
校
、
中
学
校
で
主
に
朝
の
一
〇

分
間
、
集
中
力
を
養
う
学
習
を
行
な

っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
地
域
の
発
展
に
は
そ
の

土
地
に
愛
着
や
誇
り
が
あ
る
こ
と
も

大
切
。
そ
こ
で
「
つ
ば
め
っ
子
か
る

た
」
や
「
燕
ジ
ュ
ニ
ア
検
定
問
題
集
」

を
制
作
し
て
い
る
。
か
る
た
に
は
燕

市
の
歴
史
や
自
然
な
ど
が
描
か
れ
て

お
り
、
遊
び
な
が
ら
学
べ
る
。
ジ
ュ

ニ
ア
検
定
は
小
学
生
対
象
で
、
子
ど

も
た
ち
は
小
学
校
で
燕
市
の
歴
史
・

文
化
な
ど
を
こ
の
問
題
集
で
学
び
検

定
を
受
け
る
。

　
ま
た
、
市
民
か
ら
の
寄
付
等
で
つ

く
る
「
子
ど
も
夢
基
金
」
も
創
設
し

た
。
基
金
の
使
い
道
は
ス
ポ
ー
ツ
で

全
国
大
会
に
出
場
し
た
小
中
学
生
の

旅
費
等
を
補
助
す
る
も
の
で
、
今
後

拡
充
を
検
討
し
て
い
る
。「
と
に
か

く
そ
の
子
の
夢
や
や
り
た
い
こ
と
を

応
援
す
る
と
い
う
趣
旨
。
ど
ん
な
こ

と
も
応
援
す
る
と
い
う
点
は
、
前
述

し
た
企
業
へ
の
開
発
・
販
路
拡
大
費

の
補
助
に
も
共
通
し
ま
す
」（
市
長
）。

何
に
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
認
め
る
そ

の
精
神
が
、
燕
市
発
展
の
も
う
一
つ

の
原
動
力
な
の
だ
ろ
う
。

産業振興が年金の安定にもつながる

新潟県燕市　鈴木 力
つとむ

 市長

国年担当者から

親切丁寧で
わかりやすい説明

新潟県燕市　市民生活部保険年金課

後列左から塚原新一課長補佐、小林金二郎保
険年金課長、近藤広之主任
前列左から松宮由佳さん、眞保佳奈恵さん

「
日
本
一輝
く
ま
ち
・
燕
市
」

を
め
ざ
し
て

福
祉
の
基
盤
づ
く
り
や
年
金
の
安
定

に
も
つ
な
が
り
ま
す
か
ら
ね
」
と
鈴

木
市
長
は
言
う
。
海
外
・
国
内
市
場

と
も
縮
小
し
て
い
る
状
況
下
、
い
ま

あ
る
産
業
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な

産
業
の
創
出
や
市
場
開
拓
も
必
要

だ
。
市
は
企
業
に
新
製
品
・
技
術
の

開
発
や
販
路
拡
大
の
た
め
の
費
用
を

補
助
し
て
い
る
。

　
観
光
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

「
燕
市
で
観
光
と
聞
く
と
ピ
ン
と
こ

な
い
人
が
多
い
で
し
ょ
う
が
、
工
場

見
学
も
観
光
に
な
り
得
る
。
観
光
と

は『
光
を
観
る
』、
つ
ま
り
そ
の
地
域

で
一
番
輝
い
て

い
る
も
の
を
観

る
こ
と
。
燕
市

で
一
番
輝
い
て

い
る
も
の
と
い

え
ば
産
業
で
す

か
ら
、
工
場
見

学
で
ビ
ア
タ
ン

ブ
ラ
ー
の
磨
き

体
験
を
す
る
の

も
い
い
か
と
」

（
市
長
）。

　
今
年
は
燕
市

で
金
属
洋
食
器

の
製
造
が
始
ま

り
一
〇
〇
周
年

と
い
う
節
目
の

　
燕
市
の
保
険
年
金
課
の
年
金
担
当

職
員
は
全
四
人
で
、
そ
の
内
一
人
が

一
〇
月
初
旬
か
ら
一
定
期
間
研
修
で

地
元
の
ホ
テ
ル
に
派
遣
さ
れ
た
。
こ

れ
は
「
地
方
分
権
の
時
代
、
自
ら
課

題
を
見
つ
け
政
策
を
つ
く
る
能
力
を

職
員
に
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
」

と
市
長
が
一
〇
月
か
ら
始
め
た
制
度

だ
。

　
同
課
で
最
近
多
い
相
談
は
、
障
害

基
礎
年
金
に
関
し
て
。
初
診
日
の
聞

き
取
り
な
ど
に
時
間
が
か
か
り
、
一

回
で
終
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　
そ
う
し
た
な
か
心
が
け
て
い
る
の

が
、
親
切
丁
寧
な
対
応
と
わ
か
り
や

す
い
説
明
だ
。「
市
長
も
常
に
『
市
民

目
線
で
』
と
言
っ
て
い
ま
す
し
、
相

談
窓
口
は
市
の
顔
で
す
か
ら
」
と
、

同
課
年
金
医
療
係
の
近
藤
広
之
さ

ん
。
役
所
言
葉
を
使
わ
な
い
よ
う
に

も
努
め
て
い
る
。「
た
だ
、
制
度
を
正

確
に
伝
え
よ
う
と
す
る
と
、
行
政
用

語
を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
き

も
あ
っ
て
難
し
い
で
す
が
」（
同
）。

　
相
談
の
中
に
は
、
年
金
事
務
所
へ

提
出
す
る
書
類
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ

て
、
内
容
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人

も
多
い
。
そ
の
場
合
は
近
藤
さ
ん
ら

が
年
金
事
務
所
に
電
話
し
、
ま
ず
市

役
所
で
用
意
す
べ
き
書
類
な
ど
な
い

か
確
認
し
た
上
で
相
談
者
に
年
金

事
務
所
へ
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

「
市
役
所
か
ら
年
金
事
務
所
へ
行
っ

　

二
〇
〇
六
年
に
三
市
町
が
合
併
し
て
、
現
在
人
口
が
約

八
万
三
〇
〇
〇
人
の
燕
市
。
就
任
し
て
一
年
半
あ
ま
り
の
鈴
木

力
市
長
の
も
と
、
産
業
の
み
な
ら
ず
商
業
、
観
光
、
教
育
、
農
業

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
振
興
を
図
り
、「
日
本
一
輝
く
ま
ち
・
燕

市
」
を
め
ざ
し
て
い
る
。

【人口】	 （平成23年9月30日現在）

	 総  人  口		 83,045人
	 0～１４歳	 10,753人	 12.95％
	 15～64歳	 51,608人	 62.15％ 
	 65歳以上	 20,684人	 24.90％

【年金被保険者数】	 （平成23年3月31日現在）

	 被保険者数		 15,487人
	 第１号被保険者	 10,495人
	 第2号被保険者	 97人（任意加入）
	 第3号被保険者	 4,895人

【年金受給者数】	 （平成23年3月31日現在）

	 国民年金	 21,776人
	 厚生年金	 24,687人

【年金受給額】	 （平成23年3月31日現在）

	 国民年金	 13,993百万円
	 厚生年金	 17,831百万円

	 （資料　　燕市、三条年金事務所）

燕市　Data Box

て
、
必
要
書
類
を
と
り
に
ま
た
市
役

所
に
来
て
と
な
る
と
相
談
者
に
申
し

訳
な
い
の
で
」（
同
）。

　
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
年
金
記
録

問
題
が
浮
上
し
た
と
き
。「
年
金
は

も
ら
え
る
の
か
」
と
い
う
問
い
合
わ

せ
が
た
く
さ
ん
来
た
。
テ
レ
ビ
で
付

加
年
金
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
と
、

付
加
年
金
に
関
す
る
相
談
が
増
え

る
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
も
大
き

い
。
ま
た
、
二
〇
代
の
相
談
者
は
年

金
を
遠
い
話
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る

が
、
五
〇
～
六
〇
代
の
人
は
年
金
を

も
っ
と
知
り
た
い
様
子
で
、
世
代
に

よ
り
反
応
の
違
い
も
あ
る
。「
本
当

な
ら
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
年
金
の

知
識
を
普
及
し
、
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
か
と
」（
同
）。

　
度
重
な
る
制
度
改
正
に
対
応
す
る

た
め
職
員
研
修
の
機
会
も
も
っ
と
ほ

し
い
。「
本
を
見
て
窓
口
に
出
て
の

繰
り
返
し
の
み
で
は
職
員
も
わ
か
り

に
く
い
の
で
。
た
だ
、
三
号
問
題
の

際
は
、
研
修
を
受
け
た
後
に
方
針
が

変
わ
っ
て
参
り
ま
し
た（
苦
笑
）」。

　
そ
れ
で
も
年
金
業
務
は
や
り
が
い

が
あ
る
。「
い
ろ
い
ろ
な
相
談
者
が

お
ら
れ
て
、
窓
口
業
務
は
日
々
勉
強

だ
な
ぁ
と
。
応
対
し
て
『
よ
く
わ
か

っ
た
。
あ
り
が
と
ね
』
と
言
わ
れ
る

と
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と

勉
強
し
た
い
で
す
ね
」（
同
）。
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モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
を
上
げ
る
た
め

組
織
と
し
て
の
運
営
を
心
が
け
る

考
え
だ
。
世
代
間
扶
養
と
い
う
年
金

制
度
の
性
格
上
、
担
い
手
を
ど
う
確

保
す
る
か
が
重
要
課
題
。
年
金
事
務

所
の
職
場
か
ら
「
女
性
に
優
し
い
」

「
出
産
・
育
児
に
配
慮
し
た
」
職
場

に
し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　「
私
ど
も
の
職
員
は
人
材
で
は
な
く

人
財
で
す
」
と
佐
藤
所
長
。「
ク
オ
リ

テ
ィ
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
は
自
分
に
余

裕
が
な
け
れ
ば
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の

意
味
で
も
優
秀
な
人
財
が
十
分
に
力

を
発
揮
で
き
る
組
織
に
し
て
い
く
こ

と
が
私
の
務
め
で
す
」と
き
っ
ぱ
り
。

　
そ
の
上
で
事
務
所
の
当
面
す
る
課

題
と
し
て
①
組
織
力
を
上
げ
る
。
そ

の
た
め
の
情
報
の
共
有
化
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
（
報
告
・
連
絡
・
相
談
）
の

徹
底
②
仕
事
の
進
捗
管
理
③
保
険
料

の
徴
収
率
を
上
げ
る
―
の
三
点
を
挙

げ
て
く
れ
た
。

　
平
川
正
通
副
所
長
は
昨
年
一
月
に

愛
媛
県
の
今
治
年
金
事
務
所
か
ら
高

知
西
年
金
事
務
所
に
異
動
、
今
年

一
〇
月
か
ら
現
職
。
記
録
問
題
は
ほ

ぼ
山
を
超
え
た
と
見
る
平
川
副
所
長

に
と
っ
て
、
職
員
間
の
円
滑
な
人
間

関
係
の
継
続
に
心
を
配
っ
て
い
る
と

こ
ろ
。
旧
社
会
保
険
庁
時
代
に
言
わ

れ
た
「
本
庁
の
キ
ャ
リ
ア
、
ノ
ン
キ

ャ
リ
ア
、
県
の
保
険
課
（
社
会
保
険

事
務
局
）
職
員
、
事
務
所
職
員
と
い

っ
た
四
層
構
造
は
急
速
に
解
消
に
む

か
っ
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。
愛
媛

県
人
の
平
川
副
所
長
に
と
っ
て
高
知

県
人
の
印
象
は
「
い
や
、
お
お
ら
か

で
す
ね
」。

　
三
橋
公
司
適
用
調
査
課
長
は
徳
島

県
の
阿
波
半
田
年
金
事
務
所
の
国
民

年
金
課
長
か
ら
一
〇
月
に
就
任
。
適

用
調
査
課
は
庶
務
も
担
当
す
る
が
現

在
は
庶
務
専
任
で
一
名
体
制
。「
庶

務
の
仕
事
を
専
任
で
す
る
か
、
課
員

で
分
散
す
る
か
検
討
中
」と
の
こ
と
。

未
適
用
事
業
所
に
つ
い
て
は
「
家
族

だ
け
で
会
社
を
や
っ
て
い
た
り
、
社

長
が
六
〇
過
ぎ
で
『
代
替
わ
り
し
て

息
子
の
代
に
な
れ
ば
加
入
す
る
』
と

い
わ
れ
た
り
、
正
直
、
事
業
所
を
回

務
所
全
体
を
「
組
織
と
し
て
」
運
営

し
て
い
け
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば

と
言
う
。

　
研
修
も
接
遇
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
中
心
に
行
っ
て
い
る
が
、
例
え
ば

接
遇
の
基
本
は「
語
先
、後
礼
」。「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
声
を
か
け
た

後
、
お
辞
儀
を
す
る
と
い
う
意
味
だ

そ
う
で
あ
る
。

年
金
制
度
の
本
質
を
広
く

国
民
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

　
今
後
、
佐
藤
所
長
が
力
を
入
れ
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
が
広

報
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
媒

体
で
年
金
の
こ
と
を
と
り
あ
げ
る
こ

と
が
非
常
に
多
い
が
、
年
金
の
マ
イ

ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
拡
散
さ
せ
て
い
る

だ
け
と
い
う
の
が
大
半
だ
。
世
代
間

扶
養
と
い
う
年
金
制
度
の
本
質
を
広

く
ア
ピ
ー
ル
し
て
国
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
佐

藤
所
長
の
本
音
の
願
い
だ
。

　
も
う
ひ
と
つ
佐
藤
所
長
が
や
ろ
う

と
し
て
い
る
の
は
組
織
の
強
化
。「
き

ち
ん
と
し
た
ス
キ
ル
の
あ
る
人
が
安

心
し
て
働
け
る
職
場
に
し
た
い
。
そ

の
た
め
に
は
業
務
量
に
あ
っ
た
人
員

配
置
が
不
可
欠
で
す
」。
そ
し
て
適

正
な
人
員
配
置
の
た
め
に
は
民
間
に

任
せ
ら
れ
る
部
分
、
例
え
ば
総
務
部

門
や
相
談
業
務
、
事
務
所
内
の
案
内

業
務
な
ど
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え

だ
。

人
材
で
は
な
く
人
財
が
十
分
に

力
を
発
揮
で
き
る
組
織
に
す
る

　
女
性
の
多
い
職
場
と
い
う
特
性
を

踏
ま
え
れ
ば
「
出
産
、
育
児
」
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
た
き
め
細
か

な
職
場
作
り
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な

っ
て
く
る
と
い
う
の
が
佐
藤
所
長
の

　「
坊
さ
ん
カ
ン
ザ
シ
買
う
を
見
た
」

と
歌
に
も
名
高
い
播は

り

磨ま

屋や

橋
の
電
車

停
留
所
か
ら
土
佐
電
鉄
伊い

野の

線
で

一
五
分
、
蛍
橋
と
い
う
停
留
所
で
チ

ン
チ
ン
電
車
を
降
り
る
と
高
知
西
年

金
事
務
所
は
す
ぐ
だ
。
職
員
数
は
準

職
員
、
特
定
職
員
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト

含
め
四
三
人
。
正
職
員
を
入
れ
る
と

職
員
は
四
種
別
と
な
る
。

　
職
場
へ
の
帰
属
意
識
、
仕
事
に
た

い
す
る
使
命
感
も
微
妙
に
異
な
っ
て

い
る
に
違
い
な
い
。

職
場
の
美
化
運
動
に
全
職
員
が

何
ら
か
の
関
係
を
持
つ
の
が
ミ
ソ

　
民
間
出
身
の
佐
藤
晋
一
所
長
は
ど

の
よ
う
に
所
内
を
掌
握
し
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
、
今
回
は
そ
の
へ
ん
か
ら
話
を
伺

う
こ
と
に
し
た
。
佐
藤
所
長
が
気
を

つ
け
て
い
る
の
は
意
外
に
も
「
き
れ

い
化
運
動
」
と
称
す
る
職
場
の
美
化

如
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う

の
が
佐
藤
所
長
の
み
た
て
だ
。
さ
ら

に
そ
の
背
景
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
（
意
思
疎
通
）
能
力
、
ネ
ゴ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
（
交
渉
）
能
力
と
い
っ

た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
の
未
成
熟
が

見
ら
れ
た
。「
例
え
ば
」
と
佐
藤
所

長
は
「
民
間
で
は
サ
ー
ビ
ス
＝
お
金

で
す
か
ら
。
サ
ー
ビ
ス
が
ま
ず
け
れ

ば
売
上
が
減
る
、
売
上
が
減
れ
ば
給

料
が
減
る
と
い
う
の
が
常
識
で
す

が
、
そ
う
い
う
認
識
が
旧
社
会
保
険

庁
時
代
に
は
乏
し
か
っ
た
の
で
は
」

と
手
厳
し
い
。

　
今
、
佐
藤
所
長
は
職
員
に
、
お
客

様
の
不
満
を
的
確
に
感
じ
取
り
、
そ

れ
が
何
に
原
因
す
る
の
か
、
原
因
が

わ
か
っ
た
ら
そ
れ
を
取
り
除
く
努
力

を
求
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
事

る
と
葛
藤
が
あ
り
ま
す
」。「
着
任
後

間
も
な
い
で
す
が
、
課
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
組
織

目
標
の
達
成
に
向
け
頑
張
り
ま
す
」

と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
横
山
幸
重
厚
生
年
金
徴
収
課
長
は

東
日
本
大
震
災
は
「
景
気
が
厳
し
い

な
か
で
間
接
的
な
影
響
は
あ
る
と
思

い
ま
す
」
と
語
る
。
ま
た
「
殆
ど
の

事
業
所
が
厳
し
い
事
情
が
あ
っ
て
も

保
険
料
を
納
め
て
い
ま
す
。
公
平
性

の
観
点
か
ら
も
期
限
が
過
ぎ
た
事
業

所
に
つ
い
て
は
強
制
的
に
対
処
し
て

い
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
未
納
の
事

業
所
が
増
え
れ
ば
保
険
料
に
も
影
響

し
ま
す
か
ら
」と
毅
然
と
し
て
語
る
。

　
田
島
幸
一
国
民
年
金
課
長
は
、
最

大
課
題
の
未
納
対
策
に
つ
い
て
「
特

効
薬
は
な
い
ん
で
す
よ
。
地
道
に
や

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」
と
語
る
。
市

場
化
業
者
は
必
ず
し
も
十
分
な
取
り

組
み
が
出
来
て
い
な
い
と
捉
え
て
お

り
、
今
後
、「
業
者
を
ど
の
よ
う
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
か
が
課
題

で
す
」
と
い
う
。

　
年
金
ネ
ッ
ト
は
須
崎
市
、
梼
原
町

で
運
用
を
開
始
、
年
内
あ
と
二
つ
の

市
町
村
で
開
始
の
予
定
。
市
町
村
の

佐藤晋一所長

運
動
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
え
ば
事
務

所
の
窓
辺
に
は
き
れ
い
な
生
け
花
が

か
ざ
ら
れ
て
い
る
。
花
代
は
幹
部
の

負
担
と
な
っ
て
い
る
が
、
全
職
員
が

職
場
の
美
化
運
動
に
「
何
ら
か
の
関

係
を
持
つ
」
と
い
う
の
が
ミ
ソ
だ
。

　
花
壇
の
水
や
り
か
ら
始
ま
っ
て

机
、
窓
の
桟
の
乾
拭
き
。
掃
除
当
番

が
毎
日
変
わ
る
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
丁
寧

に
重
点
的
に
や
る
と
こ
ろ
が
違
い
、

結
果
的
に
全
て
が
ク
リ
ー
ン
に
な
る

そ
う
だ
。

　
美
化
運
動
か
ら
も
職
場
の
一
体
感

を
高
め
よ
う
と
す
る
佐
藤
所
長
は
、

東
京
出
身
で
ア
パ
レ
ル
系
商
社
に

二
六
年
勤
め
た
根
っ
か
ら
の
商
社
マ

ン
で
あ
る
。
二
一
年
九
月
に
東
京
社

会
保
険
事
務
局
に
採
用
、
本
年
四
月

に
高
知
西
事
務
所
に
赴
任
し
た
。
商

社
時
代
は
国
内
・
国
外
を
飛
び
回
っ

て
い
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
ロ
ー
カ

ル
な
会
社
人
生
を
送
っ
て
き
た
佐
藤

所
長
に
と
っ
て
は
じ
め
て
の
社
会
保

険
の
職
場
の
印
象
は
「
萎
縮
し
て
い

る
な
ぁ
」
の
一
言
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
欠
如
と

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
の
未
成
熟

　
こ
の
印
象
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
中
間

管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
欠

年金事務所
　
佐
藤
所
長
は
所
内
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
向
上
に
職
場

の
美
化
運
動
を
取
り
込
ん
だ
。
全
職
員
が
こ
の
運
動
に
何
ら

か
の
関
係
を
持
ち
初
期
の
目
的
は
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
民
間

出
身
所
長
の
事
務
所
運
営
方
法
を
聞
い
た
。

高
知
西
年
金
事
務
所（
高
知
）

未
納
対
策
に
特
効
薬
は
な
い

人
材
の
育
成
が
焦
眉
の
課
題

研
修
は
年
一
回
開
催
し
て
い
る
が
、

「
新
人
に
と
っ
て
は
研
修
会
を
受
け

た
だ
け
で
は
実
務
は
難
し
い
の
で
新

人
対
象
の
実
務
的
な
研
修
を
検
討
す

る
必
要
も
あ
る
」
と
語
る
。

　
松
田
ま
り
相
談
室
長
は
「
複
雑
に

な
り
す
ぎ
た
年
金
制
度
を
わ
か
り
や

す
く
国
民
の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
た

め
に
も
新
し
い
人
材
を
育
て
て
い
く

こ
と
が
課
題
で
す
」
と
人
材
の
育
成

が
年
金
機
構
に
と
っ
て
焦
眉
の
課
題

と
指
摘
す
る
。
ま
た
人
事
評
価
の
や

り
方
も
「
同
じ
物
差
し
で
は
無
理
が

あ
る
よ
う
に
思
う
。
や
り
方
を
変
え

て
い
か
な
け
れ
ば
」と
い
う
。相
談
室

の
メ
ン
バ
ー
も
常
に
自
分
の
情
報
が

古
く
な
っ
て
い
な
い
か
、
解
釈
が
間

違
っ
て
い
な
い
か
検
証
が
必
要
と
い

う
こ
と
で
毎
朝
、
朝
礼
の
後
で
事
例

検
討
会
を
開
催
、
そ
れ
と
は
別
に
勉

強
会
を
月
一
回
開
い
て
い
る
と
い
う
。

ね
ん
き
ん
月
間
の
取
組
み

・
市
町
村
で
の
年
金
相
談
会

①
須
崎
市　

11
月
９
日
（
水
）

②
津
野
町　

11
月
29
日
（
火
）

③
仁
淀
川
町
（
２
箇
所
）　

11
月
10
日

（
木
）、
11
月
30
日
（
水
）

・
大
学
等
で
の
学
生
年
金
相
談
会

①
高
知
大
学　

11
月
４
日
（
金
）

②
高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

　

11
月
８
日
（
火
）

・
納
付
相
談
会

①
土
佐
市
役
所　

11
月
15
日
（
火
）

②
佐
川
町
役
場　

11
月
21
日
（
月
）

③
越
知
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

11

月
22
日
（
火
）

④
四
万
十
町
役
場　

11
月
25
日
（
金
）

⑤
須
崎
市
役
所　

11
月
28
日
（
月
）

・
高
知
放
送
・
新
聞
社
で
の
年
金
相

談
会　
11
月
中
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本
大
会
を
主
催
す
る
東
京
都
年
金

受
給
者
協
会
は
、
公
的
年
金
受
給
者

な
ら
だ
れ
で
も
入
会
で
き
る
会
と
し

て
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
福
祉
の
向

上
を
図
る
活
動
と
公
的
年
金
制
度
充

実
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
、
会
員
数
約
二
万
八
千
名
を

擁
す
る
団
体
で
あ
る
。
大
会
の
開
催

に
あ
た
っ
て
は
、（
社
）
全
国
年
金
受

給
者
団
体
連
合
会
、（
財
）
厚
生
年
金

事
業
振
興
団
、（
社
）
日
本
国
民
年
金

協
会
、（
財
）
東
京
社
会
保
険
協
会
、

東
京
都
総
合
厚
生
年
金
基
金
協
議
会

が
後
援
し
て
い
る
。

　
大
会
第
一
部
で
は
、
真
屋
尚
生
会

長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
事
業
経
過
報

告
と
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
そ
の
後
、

「
誰
も
が
信
頼
で
き
る
安
定
し
た
年

金
制
度
の
確
立
を
強
く
要
望
す
る
」

「
年
金
の
給
付
水
準
と
実
質
的
価
値

の
維
持
を
強
く
要
望
す
る
」「
年
金
受

給
者
へ
の
各
種
課
税
の
撤
廃
を
強
く

要
望
す
る
」「
医
療
・
介
護
に
関
わ
る

高
齢
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
」「
社
会
保
険
関
連
諸
制

度
の
改
善
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

を
強
く
要
望
す
る
」の
五
項
目
の
大

会
決
議
が
、
満
場
の
拍
手
を
も
っ
て

採
択
さ
れ
た
。

　
大
会
第
二
部
の
受
給
者
の
集
い
で

は
、
日
本
大
学
応
援
リ
ー
ダ
ー
部
に

よ
る
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
演
技
と
東

京
都
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
総
合

対
策
本
部
対
策
課
に
よ
る
振
り
込
め

詐
欺
撲
滅
防
犯
講
話
や
、
商
品
券
、

宿
泊
招
待
券
な
ど
が
当
た
る
お
楽
し

み
抽
選
会
が
行

わ
れ
、
盛
況
の

う
ち
に
大
会
は

終
了
し
た
。

　
世
界
的
な
経

済
状
況
の
激
変

に
よ
っ
て
日
本

経
済
が
停
滞
を

続
け
る
中
、
少

子
高
齢
化
は

深
刻
の
度
を

深
め
、
年
金
受

給
者
の
み
な
ら

ず
、
す
べ
て
の

国
民
に
と
っ
て

大
変
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、

限
ら
れ
た
年
金
収
入
を
生
活
の
柱
と

し
て
い
る
多
く
の
年
金
受
給
者
は
、

税
制
改
正
や
介
護
保
険
料
等
に
よ
り

年
金
が
目
減
り
し
、
生
活
に
大
き
な

不
安
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
我
々
年
金
受
給
者
と
し
て
は
、
こ

の
生
活
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
長

期
的
な
視
点
に
た
っ
た
持
続
可
能
な

「
安
定
し
た
年
金
制
度
」の
確
立
を
強

く
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
早
急
に
社
会
保
障
制
度
の
円
滑
な

運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
よ
り
一
層

の
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
要
望
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ク
本
部
長

　
日
本
年
金
機
構
は
、
被
災
さ
れ
た

方
々
の
支
援
の
一
環
と
し
て
、
当
機

構
職
員
を
現
地
に
派
遣
し
、
年
金
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
年
金
制
度
を
ご
説
明
し
、
ご
理

解
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
少
し
で

も
お
役
に
立
ち
、
生
活
の
不
安
を
取

り
除
く
こ
と
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
支
援
を
通
じ
て
、
私
ど

も
は
、
我
が
国
の
年
金
制
度
が
国
民

の
生
活
を
支
え
る
柱
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
の
認
識

を
新
た
に
致
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
年
金
を

は
じ
め
と
す
る
社
会
保
障
制
度
全
体

を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て
い
く
こ

と
は
、
こ
れ
か
ら
の
我
が
国
の
社
会

の
在
り
方
に
か
か
わ
る
極
め
て
重
要

な
課
題
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
日
本
年
金
機
構

は
、「
国
か
ら
委
任
・
委
託
を
受
け
公

的
年
金
に
か
か
る
一
連
の
運
営
業
務

を
担
う
組
織
」と
し
て
、「
年
金
事
業

に
対
す
る
国
民
の
意
見
を
反
映
し
つ

つ
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
業
務
運
営
の

効
率
化
並
び
に
業
務
運
営
に
お
け
る

公
正
性
及
び
透
明
性
の
確
保
に
努
め

る
」
こ
と
を
理
念
の
中
に
か
か
げ
て

お
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
八
月
に
公
布
さ
れ
た

「
年
金
確
保
支
援
法
」に
つ
き
ま
し
て

は
、
将
来
の
無
年
金
・
低
年
金
の
発

生
を
防
止
し
、
国
民
の
高
齢
期
に
お

け
る
所
得
の
確
保
を
よ
り
一
層
支
援

す
る
観
点
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
私
ど
も
は
、
年
金
記
録
問

題
へ
の
対
応
を
進
め
る
中
で
、
必
ず

し
も
充
分
な
取
組
み
が
で
き
な
か
っ

た
適
用
・
徴
収
・
給
付
業
務
の
的
確

な
実
施
及
び
相
談
業
務
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
、
年
金
制
度
の
基
幹
業
務

の
建
て
直
し
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
年
金
事
業
に
対
す
る

信
頼
性
を
高
め
る
施
策
に
取
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
た
め
て
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
ど
も
全
国
年
金
受
給
者
団
体
連

合
会
は
、
全
国
九
〇
万
人
の
会
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
お
い
て
、
親
睦
の

輪
を
広
げ
、
そ
の
成
果
を
着
実
に
挙

げ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
受
給
者
の
生
活
基
盤

で
あ
り
ま
す
、
公
的
年
金
水
準
の
引

き
上
げ
、
さ
ら
に
は
高
齢
者
医
療
制

度
の
改
革
等
、
最
も
重
要
な
社
会
保

障
制
度
全
般
に
亘
る
改
善
要
望
に
つ

い
て
、
私
た
ち
会
員
の
、
真
の
声
を

国
政
の
場
に
直
接
伝
達
す
る
た
め
、

活
発
な
陳
情
活
動
な
ど
を
、
全
国
規

模
で
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
的
な
経
済

状
況
の
激
変
に
よ
っ
て
、
百
年
に
一

度
と
も
言
わ
れ
る
世
界
同
時
不
況
に

陥
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
過
日
の
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
等
を
受
け
、
日
本

経
済
も
益
々
厳
し
い
環
境
に
あ
る
中

に
あ
っ
て
、
人
々
の
生
活
や
雇
用
な

ど
様
々
な
分
野
に
打
撃
を
与
え
、
こ

れ
か
ら
の
先
行
き
に
不
透
明
な
状
態

が
、
ま
だ
ま
だ
続
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
私
ど
も
が
願
い
ま
す
の
は
、
社
会

保
障
制
度
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
の

確
保
と
、
特
に
、
年
金
制
度
に
対
す

る
国
民
合
意
の
形
成
と
い
う
こ
と
で

す
。
す
な
わ
ち
、
公
的
年
金
制
度
が

長
期
的
に
安
定
、
か
つ
健
全
に
運
営

さ
れ
、
老
後
生
活
に
希
望
の
持
て
る

年
金
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
が
極
め

て
重
要
で
す
。

　
こ
う
し
た
問
題
に
対
処
す
る
た
め

に
は
、
全
国
年
金
受
給
者
の
一
層
の

結
束
が
必
要
で
す
。

　
ど
う
か
、
本
日
お
集
ま
り
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た

状
況
を
も
う
一
度
ご
確
認
の
う
え
、

数
は
力
と
い
い
ま
す
が
、
一
人
で
も

多
く
の
年
金
受
給
者
の
方
々
を
、
私

ど
も
の
お
仲
間
に
お
誘
い
い
た
だ

き
、
強
力
な
組
織
を
も
っ
て
、
社
会
保

障
制
度
の
改
善
、
並
び
に
会
員
の
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
の
活
動
を
、

積
極
的
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

「年金図書」平成23年度改訂のご案内

年金相談Ｑ＆Ａ  （平成23年度版） 現場力を高める!! 

Vol.1　老齢年金－加入と請求手続き Ｂ5判　定価1,050円（本体1,000円＋税）
Vol.2　老齢年金－年金額の計算 Ｂ5判　定価1,260円（本体1,200円＋税）
Vol.3　遺族年金と障害年金 Ｂ5判　定価1,050円（本体1,000円＋税）

年金相談に携わる人を対象に、具体的な相談例を挙げてＱ
（問題）とＡ（解答）および解説を掲載。問題の例文を読み、考
え、かつ解くことで、相談者に的確に答えられるように編集。年
金相談の現場力を自らの力とし、高めることができる問題集。

東京 ☎（03）3252-7901　関西 ☎（06）6765-7836
中部 ☎（052）951-0261　中国 ☎（082）223-2707

A5判　定価4,200円（本体4,000円＋税）
国民年金・厚生年金の受給条件・年金
額・諸手続きを図解・記載例などにより、
わかりやすく解説した年金実務書の決
定版。

（平成23年度版）

A5判　定価2,520円（本体2,400円＋税）
制度の仕組みと給付の受け方を、わか
りやすく、詳しく解説。届出・請求書の様
式は記載例つきで収録。

（平成23年度版） 年金相談ＡからＺ  （平成23年度版） 
Ｂ５判　定価2,310円（本体2,200円＋税）
東京都社会保険労務士会 企画　
東京社会保険労務士協同組合 編集
年金相談の心得、国民年金・厚生年金制
度のしくみ、老齢・障害・遺族給付をわかりや
すく解説。Ｑ＆Ａ形式で、詳細な説明により、
より深くポイントが理解できるよう編集。

国民年金法総覧  （平成22年4月版） 
B5判　定価4,410円（本体4,200円＋税）

法律の条文ごとに、関係政令・省令・通
知等を収載し、法令上の根拠、行政解
釈・事務取扱いの全容が体系的にわか
るように編集。3年ぶりの改訂版。

好評発売中

第
三
九
回
東
京
都
年
金
受
給
者
大
会
が
開
催
さ
れ
る

一
〇
月
一
九
日
、
新
宿
区
立
新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、
約
五
五
〇
名

の
会
員
が
参
加
し
、第
三
九
回
東
京
都
年
金
受
給
者
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

真屋尚生会長

祝
辞　

日
本
年
金
機
構　

十
菱
龍

南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
長

挨
拶

真
屋
尚
生

会
長

祝
辞　
（
社
）全
国
年
金
受
給
者

団
体
連
合
会　

若
杉
史
夫
会
長
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ご職業ごとに加入できる職能型もあります。 
くわしくはホームページをご覧ください。 

ご相談・お問い合わせ・資料請求は──

0120-65-4192
フリーダイヤル

※地域によっては携帯電話からはつながらない場合があります。

 ロ ー ゴ    ヨ  イ  ク  ニ

自営業者の方にもサラリーマンなみの老後保障を。

国民年金にゆとりをプラス。
　　自分で入る公的な個人年金。
国民年金にゆとりをプラス。
　　自分で入る公的な個人年金。

◎掛金は全額所得控除。
◎掛金は自由に設定。
　※口数単位での設定になります。また、途中での変更も
　　可能です。

◎基本は終身年金。だから、一生涯お受取り。
◎万が一の時にはご家族に一時金も。
　※年金受給前または保証期間内にお亡くなりになった場合。
　　（Ｂ型を除きます。）

老後までトク 老後からトク老後までトク 老後からトク

　
研
修
会
冒
頭
、
埼
玉
県
内
八
カ
所

の
年
金
事
務
所
長
が
挨
拶
し
（
川
越

年
金
事
務
所
長
は
欠
席
）、
代
表
事

務
所
の
浦
和
年
金
事
務
所
桑
島
所
長

が
「
日
本
年
金
機
構
が
発
足
し
て
一

年
一
〇
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

年
金
委
員
の
皆
様
に
支
援
事
業
を
行

っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
は

大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
ご
不
満
な
ど
多
々
有
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
本
日
よ
り
『
年
金

委
員
活
動
が
始
ま
る
』
と
い
う
し
き

り
で
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
挨
拶
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
浦
和
年
金
事
務
所
国
民

年
金
第
一
課
の
松
波
丈
氏
よ
り
「
国

民
年
金
制
度
」
に
つ
い
て
、
厚
生
労

働
省
年
金
局
が
作
成
し
た
「
平
成

二
三
年

度
年
金

制
度
の

ポ
イ
ン

ト
」
に

即
し
て

解
説
が

あ
っ
た
。

　
一
一
月
一
日
、
さ
い
た
ま
共
済
会
館
に
て
埼
玉
県
地
域
型
年

金
委
員
会
の
研
修
会
な
ら
び
に
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

（
社
）
日

本
国
民
年

金
協
会
の

河
野
専
務

理
事
か
ら

「
日
本
年

金
機
構
に

も
協
力
を

し
て
い
た

だ
き
、
年

金
委
員
と

し
て
の
組

織
立
っ
た

活
躍
を
期

待
し
て
い

ま
す
」
と

挨
拶
が
あ

っ
た
。

　
そ
の
後
、
埼
玉
県
地
域
型
年
金
委

員
会
の
発
足
に
至
る
経
緯
を
横
関
委

員
が
報
告
し
た
。

　
承
認
ま
で
の
仮
議
長
を
髙
辻
代
表

が
務
め
る
こ
と
と
な
り
、
第
一
号
議

案
「
埼
玉
県
地
域
型
年
金
委
員
会
規

約
及
び
運
用
規
程
」
が
説
明
さ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
埼
玉
県
地
域
型
年
金
委
員

会
の
設
置
が
承
認
さ
れ
、
発
足
が
宣

言
さ
れ
た
。

　
第
二
号
議
案
「
役
員
の
選
任
」
は

設
立
準
備
委
員
会
の
二
九
名
の
選
任

を
事
務
局
が
提
案
し
、承
認
さ
れ
た
。

会
長
に
平
塚
宗
臣
氏
、
副
会
長
に
宮

本
富
雄
氏
、
髙
辻
二
郎
氏
、
会
計
に

藤
井
恒
一
氏
、
間
崎
圭
郎
氏
が
選
任

さ
れ
た
。

　
欠
席
の
会
長
に
代
わ
り
宮
本
副
会

長
が
、
会
長
か
ら
預
か
っ
た
と
い
う

コ
メ
ン
ト
「
さ
ら
に
進
む
高
齢
社
会

の
中
で
、
年
金
問
題
は
最
も
重
要
な

こ
と
、
そ
れ
を
少
し
で
も
支
え
よ
う

と
す
る
年
金
委
員
会
の
活
動
は
貴
く

ま
た
大
切
な
こ
と
で
あ
る
」を
紹
介
。

実
情
周
知
」
が
、
八
月
三
〇
日
付
け

読
売
新
聞
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
年
金
委
員
が
個
別
に
活
動
し
た
事

業
で
は
、
公
共
機
関
へ
の
「
年
金
広

報
」
の
設
置
・
掲
示
要
請
で
は
君
津

市
中
央
図
書
館
、
畑
沢
公
民
館
、
波

岡
公
民
館
、
茂
原
市
役
所
、
年
金
事

務
所
茂
原
分
室
、東
部
台
文
化
会
館
、

茂
原
市
民
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公
民
館

へ
の
配
布
、
掲
示
が
実
現
し
た
。
ま

た
、
い
す
み
市
新
田
地
区
で
は
三
二

戸
に
「
年
金
広
報
」
が
毎
月
、
個
別

配
布
さ
れ
て
い
る
。

　
年
金
教
育
事
業
と
し
て
は
、
県
立

白
井
高
校
で
一
一
月
一
七
日
、
学
生

を
対
象
と
し
て
年
金
制
度
の
啓
発
を

目
的
と
し
た
年
金
教
育
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

　
千
葉
県
国
民
年
金
委
員
会
（
岩
瀬

侑
夫
会
長
）
は
一
〇
月
一
八
日
、
千

葉
市
内
で
第
六
回
理
事
会
を
開
催
し

た
。
岩
瀬
会
長
、
戸
村
憲
二
千
葉
年

金
事
務
所
長
の
挨
拶
の
後
、
議
事
に

移
り
、
最
初
に
組
織
の
充
実
強
化
に

つ
い
て
、
年
度
前
半
期
に
お
け
る
事

業
実
施
結
果
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
年
金
委
員
へ
の
就
任
呼
び
か
け
、

会
員
の
確
保
で
は
四
名
の
新
規
加
入

が
あ
っ
た
が
、
死
亡
者
、
辞
退
者
が

三
名
あ
っ
た
た
め
、
純
増
は
一
名
に

止
ま
っ
た
。
ま
た
、
千
葉
年
金
事
務

所
と
の
共
催
で
年
金
委
員
研
修
会
を

実
施
し
た
ほ
か
、
年
金
事
務
所
と
の

意
見
交
換
は
、
千
葉
年
金
事
務
所
と

実
施
し
た
。

　
読
売
新
聞
の
取
材
に
協
力
し
、「
年

金
委
員
活
動
及
び
学
校
教
育
活
動
の

引
き
続
き
、
浦
和
年
金
事
務
所
お
客

様
相
談
室
の
小
串
寿
克
氏
に
よ
る

「
老
齢
基
礎
年
金
制
度
」
に
つ
い
て

の
講
義
が
行
わ
れ
た
。
よ
く
あ
る
相

談
の
中
か
ら
、「
年
金
を
受
給
で
き
る

か
」「
年
金
を
い
つ
か
ら
ど
れ
く
ら

い
受
給
で
き
る
か
」「
繰
上
げ
・
繰

下
げ
に
つ
い
て
」
の
解
説
が
あ
っ
た
。

　
設
立
総
会
で
は
、開
会
に
先
立
ち
、

髙
辻
二
郎
設
立
準
備
委
員
会
代
表
か

ら
「
年
金
制
度
が
抱
え
る
あ
ら
ゆ
る

問
題
が
あ
る
中
、
年
金
委
員
と
し
て

ひ
と
り
で
は
活
動
に
限
界
が
あ
り
、

み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
団
体
と
し

て
組
織
と
し
て
活
動
し
た
い
と
い
う

声
が
大
変
大
き
く
な
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
設
立
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
さ
ま
ざ
ま
検
討
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
日
本
年

金
機
構
と
日
本
国
民
年
金
協
会
か
ら

ご
協
力
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
本

日
設
立
に
向
け
て
の
審
議
を
行
う
ま

で
に
至
り
ま
し
た
」
と
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。

　
引
き
続
き
、
桑
島
浦
和
年
金
事
務

所
長
か
ら
は
「
外
部
の
強
い
応
援
団

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
日
本
年

金
機
構
と
し
て

全
面
協
力
し
、

で
き
る
限
り
の

協
力
を
し
て
い

き
た
い
」
と
の

挨
拶
に
続
き
、

ま
た
、「
本
日
私
た
ち
は
民
間
協
力

員
と
い
う
立
場
で
、
新
た
な
年
金
委

研
修
会

設
立
総
会

埼
玉
県
地
域
型
年
金
委
員
会

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
る

研修会風景

設立総会

平塚宗臣会長

理
事
会
を
開
催

千
葉
県
国
民
年
金
委
員
会

員
会
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
わ
け
で

す
が
、
当
面
の
活
動
は
年
金
委
員
の

数
を
増
や
す
こ
と
と
活
動
の
環
境
を

整
え
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
年

金
機
構
、
市
区
町
村
、
地
元
自
治
会

等
と
連
携
を
よ
く
図
り
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
宮
本
副
会
長
は
会
長
に
代
わ
り
、

真
下
英
明
氏
と
宮
本
貴
永
氏
を
監
事

に
指
名
し
た
。
監
事
の
決
定
を
審
議

し
た
結
果
、
承
認
さ
れ
た
。

　
続
い
て
第
三
号
議
案「
実
施
計
画
・

活
動
方
針
」
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り

説
明
が
あ
っ
た
。
基
本
方
針
、
事
業

活
動
案
が
示
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

引
き
続
き
第
四
号
議
案
「
平
成
二
三

年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
」
が
事
務

局
よ
り
説
明
、
承
認
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
四
議
案
と
も
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。
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Q
．�老
齢
厚
生
年
金
に
も

繰
上
げ
支
給
が
あ
る
そ

う
で
す
が
、
繰
上
げ
支

給
の
老
齢
厚
生
年
金
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
繰
上
げ
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

は
、
平
成
一
二
年
の
法
律
改
正
に

よ
っ
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

六
〇
歳
台
前
半
の
報
酬
比
例
相
当
額

の
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
開
始
年
齢

が
、
生
年
月
日
に
応
じ
て
六
一
歳
か

ら
六
五
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

に
伴
っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

六
五
歳
ま
で
老
齢
厚
生
年
金

が
支
給
さ
れ
な
い
人

　
男
子
で
昭
和
三
六
年
四
月
二
日
以

後
に
生
ま
れ
た
人
ま
た
は
女
子
・
坑

内
員
・
船
員
で
昭
和
四
一
年
四
月
二

日
以
後
に
生
ま
れ
た
人
は
、
六
五
歳

に
到
達
す
る
ま
で
は
定
額
部
分
も
報

酬
比
例
部
分
の
年
金
も
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
、
六
〇

歳
か
ら
六
五
歳
に
到
達
す
る
ま
で
の

間
に
、
繰
上
げ
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
繰
上
げ
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
の
年
金
額
は
、
繰
上
げ
支
給
の
老

齢
基
礎
年
金
と
同
様
に
、
本
来
の
年

金
額
に
対
し
て
、
繰
り
上
げ
る
月
数

に
応
じ
て
一
月
あ
た
り
〇
・
五
％
ず

つ
の
割
合
で
減
額
さ
れ
た
年
金
額
と

07

Ｑ
．�老
齢
基
礎
年
金
の
振

替
加
算
と
は
ど
の
よ

う
な
場
合
に
加
算
さ

れ
る
も
の
で
す
か
。

　
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
被
用
者
年

金
制
度
の
加
入
者
の
被
扶
養
配
偶
者

も
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
資
格
期

間
を
満
た
し
て
い
れ
ば
六
五
歳
か
ら

本
人
名
義
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、

配
偶
者
に
支
給
さ
れ
て
い
た
加
給
年

金
額
は
、
被
扶
養
配
偶
者
が
六
五
歳

に
達
す
る
と
打
ち
切
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
、
被
扶
養
配
偶
者
が
昭
和
六
一

年
四
月
一
日
現
在
で
二
〇
歳
以
上
の

場
合
に
は
、
任
意
加
入
し
て
い
な
け

れ
ば
国
民
年
金
の
加
入
期
間
が
短
い

た
め
に
、
年
金
額
が
低
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
こ
の
低
額
と
な
る
年
金
を
補
う
た

め
、
加
給
年
金
額
と
し
て
支
給
さ
れ

て
い
た
も
の
を
老
齢
基
礎
年
金
に
振

り
替
え
て
加
算
し
よ
う
と
す
る
の
が

振
替
加
算
で
す
。

　
振
替
加
算
は
、
老
齢
厚
生
年
金
ま

た
は
一
級
・
二
級
の
障
害
厚
生
年
金

の
配
偶
者
加
給
年
金
額
の
対
象
者
と

な
っ
て
い
た
人
が
、
六
五
歳
に
な
っ

て
自
分
名
義
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
か
ら

加
算
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

権
者
自
身
が
、
厚
生
年
金
保
険
の
被

保
険
者
期
間
が
二
〇
年
以
上
あ
る
か

中
高
齢
者
の
特
例
期
間
（
一
五
～
一

九
年
以
上
）
な
ど
に
該
当
す
る
た
め

に
老
齢
厚
生
年
金
が
受
け
ら
れ
る
場

合
や
、
加
入
期
間
が
二
〇
年
以
上
あ

る
な
ど
の
特
例
に
該
当
し
て
退
職
共

済
年
金
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、
こ

の
振
替
加
算
は
加
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権

者
自
身
が
、
障
害
基
礎
年
金
や
被
用

者
年
金
制
度
の
障
害
給
付
な
ど
を
受

け
ら
れ
る
と
き
は
、
振
替
加
算
は
支

給
停
止
さ
れ
ま
す
。

　
振
替
加
算
の
金
額
は
、
加
給
年
金

額
を
基
準
と
し
、
大
正
一
五
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
二
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
に
二
二
七
、
〇
〇
〇

円
（
月
額
一
八
、
九
一
六
円
）
が
加

算
さ
れ
、
以
後
生
年
度
に
応
じ
て
減

額
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
三
年
度
に
六
五
歳
に
達
す

る
昭
和
二
一
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

二
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
に
は
一
〇
六
、
〇
〇
〇
円
（
月
額

八
、
八
三
三
円
）、
昭
和
六
一
年
四
月

一
日
に
二
〇
歳
に
達
し
て
い
た
昭
和

四
〇
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
一
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
に
は

一
五
、
二
〇
〇
円
（
月
額
一
、
二
六

六
円
）加
算
さ
れ
ま
す
。

　
昭
和
四
一
年
四
月
二
日
以
後
に
生

ま
れ
た
人
に
は
、
原
則
と
し
て
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

の
で
、
こ
の
振
替
加
算
は
加
算
さ
れ

ま
せ
ん
。

＊�「
国
民
年
金
よ
く
あ
る
質
問
」は
、

当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す（http://www.nenkin.

or.jp/emember/faq_box/

）。会
員

の
み
な
さ
ま
向
け
で
あ
る
こ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
内
容
を
更
新

し
て
、順
次
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
老
齢
厚
生
年
金
の
繰

上
げ
支
給
を
請
求
す
る
人
は
、
同
時

に
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

支
給
開
始
年
齢
が
六
一
歳
か

ら
六
四
歳
ま
で
の
人

　
男
子
で
昭
和
二
八
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
三
六
年
四
月
一
日
ま
で
の
間

に
生
ま
れ
た
人
ま
た
は
女
子
で
昭
和

三
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
一
年

四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人

は
、
報
酬
比
例
相
当
額
の
老
齢
厚
生

年
金
の
支
給
開
始
年
齢
（
特
例
支
給

開
始
年
齢
）
が
、
生
年
月
日
に
応
じ

て
六
一
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち

は
、
経
過
的
に
六
〇
歳
か
ら
特
例
支

給
開
始
年
齢
に
到
達
す
る
ま
で
の
間

に
、
繰
上
げ
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
経
過
的
な
繰
上
げ
支
給
の
老

齢
厚
生
年
金
の
年
金
額
も
、
本
来
の

年
金
額
に
対
し
て
、
繰
り
上
げ
る
月

数
に
応
じ
て
一
月
あ
た
り
〇
・
五
％

の
割
合
で
減
額
さ
れ
た
年
金
額
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
経
過
的
な
繰
上
げ
支
給
の
老

齢
厚
生
年
金
を
請
求
す
る
人
の
場
合

も
、
老
齢
厚
生
年
金
と
同
時
に
老
齢

基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
老
齢
基
礎
年
金
の

繰
上
げ
の
仕
方
は
、
次
の
障
害
者
・

長
期
加
入
者
等
の
場
合
を
除
い
て
、

六
五
歳
ま
で
老
齢
厚
生
年
金
が
支
給

さ
れ
な
い
人
の
場
合
と
同
様
に
全
部

繰
上
げ
と
な
り
ま
す
。

障
害
者
・
長
期
加
入
者
等
の

場
合

　
三
級
以
上
の
障
害
等
級
に
該
当
す

る
障
害
者
、
厚
生
年
金
保
険
に
四
四

年
以
上
加
入
し
た
長
期
加
入
者
そ
し

て
坑
内
員
・
船
員
の
場
合
に
は
、
定

額
部
分
と
報
酬
比
例
部
分
と
を
合
わ

せ
た
額
の
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
開

始
年
齢
が
、六
一
歳
か
ら
六
四
歳（
特

例
支
給
開
始
年
齢
）
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
も
、
特
例
支

給
開
始
年
齢
に
到
達
す
る
前
に
繰
上

げ
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
障
害
者
・
長
期
加
入
者
等
の

場
合
に
は
、
報
酬
比
例
部
分
の
年
金

額
（
繰
り
上
げ
る
月
数
に
応
じ
て
一

月
あ
た
り
〇
・
五
％
の
割
合
で
減
額

さ
れ
た
も
の
）
の
ほ
か
に
、
定
額
部

分
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。こ
の
定
額
部
分
に
つ
い
て
は
、

老
齢
基
礎
年
金
と
一
体
で
繰
り
上
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
障
害
者
・
長
期
加
入
者

等
の
場
合
に
は
、
定
額
部
分
と
老
齢

基
礎
年
金
を
あ
わ
せ
た
額
が
、
繰
り

上
げ
る
月
数
に
応
じ
て
一
月
あ
た
り

〇
・
五
％
の
割
合
で
減
額
さ
れ
た
も

の
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
場
合
に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
支

給
額
は
全
部
繰
上
げ
の
場
合
と
比
べ

て
さ
ら
に
減
額
さ
れ
た
も
の
と
な

り
、
そ
の
た
め
に
一
部
繰
上
げ
と
呼

ば
れ
ま
す
。
ま
た
、
定
額
部
分
は
、

減
額
さ
れ
て
支
給
さ
れ
、
繰
上
げ
調

整
額
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
障
害
者
・
長
期
加
入

者
等
の
場
合
に
は
、
六
五
歳
に
到
達

す
る
と
繰
上
げ
調
整
額
は
支
給
停
止

さ
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
老
齢
基
礎
年

金
に
繰
上
げ
加
算
額
が
加
算
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、

六
五
歳
以
後
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の

額
は
、
全
部
繰
上
げ
の
場
合
と
同
様

の
額
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

国民年金
よくある

質　問

厚生年金
よくある

質　問

A4判/24頁カラー   定価：189円円（本体180円＋税）
監修： 鈴木 俊男（昭和女子大学講師・一級建築士）

高橋  洋  （ＮＰＯ法人 災害福祉広域支援ネットワーク・サンダーバード理事）
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いつ起きるかわからない、
いつ起きてもおかしくない。
“その時”に備えて─

地震に備えるポイントが１冊でわかるパンフレット

地震に備える ●平成23年5月発行

地震が起きる前に日頃からこころえておくべき準備から、地震が起
きた時に安全に避難するための方法や応急手当・救命手当、住まい
の防災まで、地震に備えるポイントを網羅しています。 

   
地域住民のための防災対策    
パンフレット＆リーフレット    

   

テーマごとにコンパクトにまとめたリーフレット 

災害のとき！ 
あなたの助けが 
必要な人がいます。
災害時要援護者を守るため
に、日頃の地域交流のあり
方や災害時に要援護者を支
援するポイントを解説。 

グラッときたとき！ 
あなたの家の家具は
倒れませんか？ 
大地震の時の家具類の転倒・
落下を防止するための、自
分でできる対策や安心度を
高める一工夫などを解説。

イザというとき！ 
覚えておきたい 
応急手当と救命手当 
けがや心肺停止などの急病
に対して、病院で治療を受
ける前に施しておきたい応
急手当・救命手当を図解。 

A4判/4頁カラー
定価：42円（本体40円＋税）
監修：高橋  洋 （ＮＰＯ法人  災害福祉広域

支援ネットワーク・サンダーバード理事） 

＊＊名称刷込み（スミ１色）をご希望の場合は、21,000円（税込）で申し受けます。  

ご注文・お問い合わせは─ 

年友企画（株）
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市区町村の
広報誌（紙）
掲載用

ご

活
用　　ください

加
入
期
間
が
数
年
足
り
ず

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
と
き
は

　
二
〇
歳
か
ら
六
〇
歳
に
な
る
ま
で

の
四
〇
年
間
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金

な
ど
の
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て

保
険
料
を
納
め
た
方
に
は
、
六
五
歳

か
ら
月
額
六
五
、七
四
一
円
の
老
齢
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、「
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
の
に
、
加
入
期
間
が
数
年
足
り

な
か
っ
た
」と
い
っ
た
深
刻
な
話
を
耳

に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
二
五
年
以
上
公
的
年
金
制
度

の
保
険
料
を
納
め
た
期
間
か
、
国
民

年
金
の
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
こ
の

二
五
年
に
は
い
わ
ゆ
る「
カ
ラ
期
間
」

（
合
算
対
象
期
間
）も
含
ま
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
大
切
な
の
が
、
こ
の「
カ
ラ

期
間
」を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

カ
ラ
期
間
と
は

　
カ
ラ
期
間
は
、
上
記
の
二
五
年
の

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
な
い「
実
」の
な

い
期
間
の
た
め
、
通
称「
カ
ラ
期
間
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
こ
の
カ
ラ
期
間
の
主
な
も
の
は
、

原
則
、
昭
和
三
六
年
四
月
以
後
の

二
〇
歳
以
上
六
〇
歳
未
満
の
期
間
で
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
た
の
に

任
意
加
入
し
な
か
っ
た
次
の
期
間
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
①
昭
和
六
一
年

三
月
ま
で
の
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入

者
の
被
扶
養
配
偶
者
、
②
平
成
三
年

三
月
ま
で
の
学
生
、
③
海
外
在
住
の

日
本
人
。
ま
た
、
昭
和
六
一
年
三
月
ま

で
に
厚
生
年
金
な
ど
か
ら
脱
退
手
当

を
受
け
た
期
間
も
カ
ラ
期
間
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

本
人
の
申
出
が
必
要
で
す

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
カ
ラ
期
間
は
、

年
金
の
未
加
入
期
間
と
な
っ
て
い
て
、

日
本
年
金
機
構
に
は
そ
の
記
録
が
残

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
原
則
と
し
て
、

ご
本
人
の
申
出
に
基
づ
い
て
カ
ラ
期

間
の
有
無
が
調
査
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
二
五
年
の
老
齢
基
礎

年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い
方

で
、
カ
ラ
期
間
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
期
間
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

方
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
区
町

村
役
場
の
担
当
窓
口
に
そ
の
旨
を
申

し
出
て
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ラ
期
間
が
な
い
方
は

　
カ
ラ
期
間
が
な
い
た
め
に
二
五
年

の
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い
方
は
、

六
〇
歳
か
ら
七
〇
歳
に
な
る
ま
で
の

間
に
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
に

な
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合

の
保
険
料
の
額
は
、一
般
の
第
一
号
被

保
険
者
と
同
様
、
平
成
二
三
年
度
は

月
額
一
万
五
、〇
二
〇
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
任
意
加
入
者
に
は
免

除
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
任
意
加
入
に
つ
い
て
も
、
年
金
事

務
所
ま
た
は
市
区
町
村
役
場
の
担
当

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
年
金
の
相
談
に
つ
い
て
は
、

電
話
に
よ
る「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
〇
五
七
〇
‐
〇
五
‐
一
一
六
五
）」
を

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
同
二
・
七
％
）だ
っ
た
。
国
民
一
人
当

た
り
の
社
会
保
障
給
付
費
は
七
八
万

三
、
一
〇
〇
円
で（
同
六
・
三
％
増
）

と
な
っ
た
。

　
社
会
保
障
給
付
費
を「
医
療
」、「
年

金
」、「
福
祉
そ
の
他
」に
分
類
し
て
部

門
別
に
み
る
と
、「
医
療
」
が
三
〇
兆

八
、
四
四
七
億
円（
同
四
・
二
％
増
）

で
総
額
に
占
め
る
割
合
は
三
〇
・
九

％
、「
年
金
」が
五
一
兆
七
、
二
四
六
億

ま
ま
掲
載
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
記
事
は
当
協
会
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

と
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
、
ご
自
由
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
国
立
社
会
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
は
、
平
成
二
一
年
度
の
社
会
保
障

給
付
費
を
発
表
し
た
。

　
平
成
二
一
年
度
の
社
会
保
障
給
付

費
は
九
九
兆
八
、
五
〇
七
億
円
で
、
前

年
度
よ
り
五
兆
七
、
六
五
九
億
円
増

加（
対
前
年
度
比
六
・
一
％
増
）。
国

民
所
得
は
三
三
九
兆
二
、二
三
四
億
円

（
同
三
・
六
％
減
）。
社
会
保
障
給
付

費
の
占
め
る
割
合
は
二
九
・
四
四
％

円
で
五
一
・
八
％
（
同
四
・
四
％
増
）、

「
福
祉
そ
の
他
」が
一
七
兆
二
、
八
一
四

億
円
で
一
七
・
三
％
（
一
五
・
八
％
増
）

と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
介
護
対
策
は

六
・
七
％
の
伸
び
と
な
っ
た
。

　
収
入
総
額
は
一
二
一
兆
八
、
三
二
六

億
円
。
項
目
別
割
合
を
み
る
と「
社
会

保
険
料
」が
五
五
兆
四
、一
二
六
億
円

で
、収
入
総
額
の
四
五・
五
％
を
占
め
、

次
に「
公
費
負
担
」
が
三
九
兆
一
、
七

三
九
億
円
で
三
二
・
二
％
を
占
め
た
。

対
前
年
度
伸
び
率
を
み
る
と
、「
社
会

保
険
料
」が
三
・
五
％
減
少
し
た
が
、

「
公
費
負
担
」が
一
九
・
八
％
、「
そ
の

他
収
入
」が
一
八
・
八
％
と
増
加
し
、

「
資
産
収
入
」が
大
幅
に
増
加
し
た
た

め
、
全
体
で
は
二
〇
・
〇
％
の
増
加

と
な
っ
た
。

「
カ
ラ
期
間
」を
ご
存
じ
で
す
か

こ
の
記
事
は
市
区
町
村

の
広
報
誌（
紙
）
に
そ
の

ご
案
内

社団法人 日本国民年金協会FAX. 03－3265－2894
ご注文はファクシミリで ※書店では取り扱っておりません。

日本国民年金協会の図書日本国民年金協会の図書
国民年金実務担当者ハンドブック

　資格取得届出書、免除
申請書、裁定請求書にな
どに係る市区町村の実
務について解説。市区町
村の国民年金担当者必
携のハンドブックです。
A５判　112ページ
定価：525円（消費税
込・送料別途）

22年3月刊行

年金委員ハンドブック
　活動事例、活動の留意
点をはじめ、データを豊
富に掲載し、主に地域型
の年金委員の皆さまの
活動に必要な情報を一
冊の本にまとめました。
Ａ５判　128ページ
定価：525円（消費税
込・送料別途）

22年11月刊行

も
知
れ
な
い
が
、
実
際
取
り
締
ま

り
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は

さ
て
お
き
、
道
交
法
上
は
歴
然
と

し
た
違
反
行
為
だ
。

　
考
え
て
み
れ
ば
こ
れ
は
不
思
議

で
は
な
い
。
横
断
歩
道
は
そ
の
名

の
通
り
歩
行
者
の
た
め
の
区
画
。

一
方
、
自
転
車
は
車
両
で
あ
っ
て

歩
行
者
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。

　
道
路
交
通
法
上
、
自
転
車
は

「
軽
車
両
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
広
義

で
は
自
動
車
と
同
じ
車
両
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
の
た
び
警
察
庁
が
自

転
車
の
歩
道
走
行
を
大
幅
に
規
制

す
る
方
針
を
固
め
た
と
い
う
。
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
様
々
な
議
論
が

飛
び
交
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
今

述
べ
た
よ
う
な
道
交
法
上
の
整
理

か
ら
す
る
と
、
自
転
車
が
歩
道
を

走
行
す
る
こ
と
自
体
が
原
則
か
ら

は
ず
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
現
在
は
幅
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の

歩
道
に
つ
い
て
は
自
転
車
の
走
行

を
例
外
的
に
認
め
て
い
る
が
、
こ

れ
を
幅
三
メ
ー
ト
ル
以
上
に
限
定

し
、
更
に
自
転
車
の
車
道
通
行
原

則
を
徹
底
す
る
と
い
う
。

　
そ
の
背
景
に
は
自
転
車
の
乗
り

手
の
マ
ナ
ー
違
反
が
目
に
余
る
と

い
う
現
状
が
あ
る
。
歩
行
者
一
人

が
や
っ
と
の
歩
道
を
駆
け
抜
け

る
、
大
勢
の
歩
行
者
の
中
を
縫
う

よ
う
に
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
去

る
。
そ
の
結
果
、
衝
突
し
て
歩
行

者
を
死
亡
さ
せ
る
事
故
も
頻
発
し

て
い
る
。

　
原
則
に
立
ち
戻
っ
た
対
策
が
と

ら
れ
る
こ
と
は
歩
行
者
保
護
の
観

点
か
ら
や
む
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

歩
行
者
に
対
し
て
自
転
車
は
圧
倒

的
な
強
者
な
の
だ
か
ら
。

　
し
か
し
、
自
転
車
は
車
道
を
、

と
な
る
と
状
況
は
一
変
す
る
。
今

度
は
自
転
車
は
自
動
車
に
対
し
て

弱
者
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。

　
警
察
は
車
道
上
の
弱
者
対
策
の

た
め
の
環
境
整
備
を
き
ち
ん
と
す

る
こ
と
が
今
回
の
措
置
を
行
う
大

前
提
と
な
ろ
う
。

　
自
転
車
の
乗
り
手
も
イ
ヤ
フ
ォ

ン
で
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、
あ
る

い
は
ケ
ー
タ
イ
で
話
し
な
が
ら
な

ど
と
い
っ
た
こ
と
が
い
か
に
命
知

ら
ず
の
行
為
か
と
い
う
こ
と
を
き

ち
ん
と
学
習
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
自
転
車
の
乗
り
手
へ
の
啓
発
。

こ
れ
を
う
ま
く
や
っ
て
い
か
な
い

と
大
き
な
混
乱
と
事
故
が
続
発
し

そ
う
な
予
感
が
す
る
が
、
そ
れ
を

果
た
し
た
上
で
で
き
る
限
り
無
法

な
自
転
車
乗
り
を
歩
道
か
ら
追
放

し
て
弱
者
た
る
歩
行
者
が
守
ら
れ

る
よ
う
な
体
制
を
作
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
あ
る
。

　
交
差
点
の
風
景
。
信
号
が
青
に

な
る
と
待
っ
て
い
た
歩
行
者
や
自

転
車
が
一
斉
に
横
断
歩
道
を
渡
っ

て
い
く
。

　
あ
り
ふ
れ
た
光
景
だ
が
、
し
か

し
こ
れ
は
あ
っ
て
は
い
け
な
い
光

景
か
も
知
れ
な
い
。
実
は
自
転
車

に
乗
っ
た
ま
ま
横
断
歩
道
を
渡
る

こ
と
は
原
則
違
法
で
あ
り
、
道
路

交
通
法
で
三
カ
月
以
下
の
懲
役
又

は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
値
す

る
行
為
な
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
自
転

車
を
降
り
て
か
ら
押
し
て
渡
れ
ば

問
題
な
い
。

　
そ
ん
な
馬
鹿
な
と
思
わ
れ
る
か

市区町村の
広報誌（紙）
掲載用

ご

活
用　　ください

弱
者
か
強
者
か

社
会
保
障
給
付
費
が
過
去
最
高
に


